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決算審査

歳 入 総 額 93億� 776万1千円
歳 出 総 額 88億5,012万6千円

歳入歳出差引残高� ４億5,763万4千円
－繰越明許費� 3,619万2千円
実質収支額（黒字）� ４億2,144万2千円

※繰越明許費とは･･･年度内に終わることのできない支出を、次年度に繰り越す経費

自主財減　�町税・繰入金・繰越金使用料・など
65億4,113万9千円
　　　　　　構成比率70.3％（前年72.8％）

依存財源　国庫支出金・県支出金・地方交付税・など
27億6,662万2千円
　　　　　　構成比率29.7％（前年27.2％）

ど
こ
か
ら

お
金
が

入
っ
た
か
？

93億円
　どう使われたのか

第
３
回
定
例
会

　

議
会
は
、
平
成
24
年
９
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で
の
会
期

で
開
催
。
平
成
23
年
度
決
算
議
案
７
件
、
平
成
24
年
度
補

正
予
算
６
件
、
契
約
の
一
部
変
更
１
件
、
人
事
案
件
１
件

な
ど
計
15
件
を
審
査
、
可
決
し
た
。

決算の概要
　平成23年度一般会計・特別会計をあわせた歳入歳出決算額収入状況� （単位：千円）

区　　分 予算現額
決　算　額

繰越財源 実質収支 前 年 度
実質収支

単年度
収　支歳入額 歳出額

一 般 会 計 9,109,002 9,307,761 8,850,127 36,192 421,442 320,161 101,281 

特
　
別
　
会
　
計

土 地 取 得 147,719 146,903 146,889 0 14 0 14 
国　　 保 2,581,970 2,682,419 2,545,435 0 136,984 135,675 1,309 
老 人 保 健 － － － － － 5 △　　　　5 
後 期 高 齢 196,959 198,289 192,319 0 5,970 6,458 △　　　488 
介 護 保 険 1,564,327 1,562,589 1,539,031 0 23,558 40,994 △　 17,436 
公 共 下 水 919,927 928,644 904,116 0 24,528 32,310 △　　7,782 
小　計 5,410,902 5,518,844 5,327,790 0 191,054 215,442 △　 24,388 

合　　　計 14,519,904 14,826,605 14,177,917 36,192 612,497 535,603 76,893 
（注）老人保健特別会計は平成22年度をもって終了となっている。

税　目 収入済額 前年度比較
町民税　個人 １４億１，３５０万８千円 ３４１万６千円　減少
　　　　法人 ５億９，９７０万５千円 ３，８６３万８千円　減少
固定資産税 ３１億　 ３８６万３千円 １億１，２２０万２千円　減少
軽自動車税 ６，６８０万９千円 ２０４万５千円　増加
町たばこ税 ２億　　 ６７万２千円   ２，５５９万３千円　増加
都市計画税 ２億６，７８２万４千円 　　　  １５９万７千円　増加

※千円未満を四捨五入してあるため、総額と合わない場合あり。

町 税 収入済額　　56億5,238万2千円

23年度
一般会計
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心身障害者自立事業
２億5,398万9千円

大井川smileネット事業
1,525万6千円

介護保険事業
２億2,584万7千円

◆
特
別
、企
業
会
計

土
地
取
得
事
業

能
満
寺
山
公
園
用
地

　

１
４
，
１
７
４
千
円

　
（
８
６
８
㎡
）
を
買
収

国
民
健
康
保
険
事
業

問　
退
職
被
保
険
者
増

加
で
医
療
給
付
費

１
，
７
０
０
万
円
増
加
し

て
い
る
。
今
後
の
対
策
は
。

答　
退
職
者
の
医
療
給

付
費
は
社
会
保
険
診

療
報
酬
支
払
基
金
と
各
保

険
者
か
ら
の
負
担
で
ま
か

な
う
た
め
、
保
健
事
業
へ

の
影
響
は
極
め
て
少
な
い
。

問　
収
入
未
済
額
が
約

２
億
８
千
万
円
あ

る
。
収
納
率
向
上
の
た
め

に
実
施
し
た
こ
と
は
。

答　
口
座
振
替
を
推
奨

し
、
95
％
以
上
の
方

が
実
施
し
て
い
る
。
国
民

年
金
部
門
と
協
力
し
、
年

金
申
し
込
み
時
に
口
座
振

替
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　
特
定
検
診
の
受
診

率
が
40
・
６
％
で
あ

る
。
受
診
率
向
上
策
は
。

答　
集
団
検
診
に
関
し

て
は
23
年
度
か
ら
月

１
回
土
曜
日
検
診
を
実
施
。

個
別
検
診
（
町
内
４
院
）

も
可
能
で
、
人
間
ド
ッ
ク

の
実
施
機
関
も
７
カ
所
に

増
や
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

問　
不
納
欠
損
や
収
入

未
済
の
方
に
対
す
る

対
策
は
。

答　
連
絡
し
、
個
別
に

相
談
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
23
年
度
の
主
な
事
業
は

津波ハザードマップ作成事業
2,810万8千円

体育施設・広場維持費
1,669万5千円

吉田中学校維持管理事業
4,952万9千円

住小避難階段設置工事
1,944万8千円

感染予防事業
8,703万8千円

小山城資料館西側
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討
　
論

反
対
討
論

佐
藤
正
司
議
員

　

年
金
支
給
額
は
４
月
か

ら
、
段
階
的
に
減
額
さ
れ

て
い
る
一
方
、
保
険
料
は

２
年
ご
と
引
き
上
げ
ら
れ

る
。

　

高
齢
者
の
生
活
は
、
ま

す
ま
す
苦
し
く
な
る
、
こ

の
医
療
制
度
は
直
ち
に
廃

止
、
も
と
の
医
療
制
度
に

戻
す
べ
き
。

賛
成
討
論

吉
永
滿
榮
議
員

　

被
保
険
者
の
疾
病
に
必

要
な
給
付
を
す
る
事
業
で

あ
り
、
究
極
の
目
的
は
住

民
の
健
康
保
持
向
上
で
あ

る
。
75
歳
以
上
の
医
療
事

業
で
、
税
の
公
平
と
財
源

確
保
で
健
全
運
営
を
図
る
。

介
護
保
険
事
業

問　
介
護
予
防
事
業
に

参
加
し
た
84
人
の
う

ち
、
二
次
予
防
か
ら
一
次

予
防
に
改
善
し
た
人
が
68

人
で
効
率
が
い
い
。
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

答　
効
果
は
た
し
か
に

あ
る
。
し
か
し
、
二

次
予
防
対
象
者
の
な
か
に

は
自
分
で
認
め
な
い
人
が

多
い
。
今
後
、
さ
わ
や
か

ク
ラ
ブ
な
ど
多
く
の
機
会

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

問　
県
発
表
の
お
達
者

度
で
は
女
性
が
１
位

で
、
男
性
は
26
位
で
あ
っ

た
。
男
性
に
特
化
し
た
Ｐ

Ｒ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
順
位
の
差
の
原
因

は
不
明
で
あ
る
が
、

男
性
が
参
加
す
る
機
会
を

多
く
作
っ
て
い
き
た
い
。

問　
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
。

答　
実
人
数
は
93
人
で

６
カ
月
以
内
入
所
希

望
者
45
人
の
う
ち
、
指
針

に
そ
っ
て
入
所
の
必
要
な

方
12
人
は
入
所
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業

問　
吉
田
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
補
強
約

８
０
０
万
円
の
内
容
は
。

答　
壁
の
耐
震
補
強
と

建
物
同
士
の
連
結
部

分
の
補
強
を
実
施
。

問　
吉
田
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
維
持
管
理
費

で
燃
料
対
策
は
。

答　
長
期
停
電
に
備
え

て
燃
料
１
日
分
を
備

蓄
し
て
い
る
。

水
道
事
業

問　
水
道
配
管
の
耐
震

対
策
は
。

答　
国
の
指
針
に
そ
っ

て
古
い
管
か
ら
計
画

的
に
実
施
中
。

問　
液
状
化
対
策
は
実

施
し
て
い
る
か
。

答　
現
状
は
未
実
施
で

あ
る
。

吉　田　町　の　基　金（貯金）
� （単位：千円）

区　　分 Ｈ22年度末残高
Ｈ　23　年　度

Ｈ23年度末残高
増　加 減　少

財 政 調 整 基 金 1,261,194 0 63,339 1,197,855
吉田町立小中学校建設基金 189,263 130 0 189,393
教 育 振 興 基 金 60,740 0 250 60,490
減 債 基 金 11,666 9,000 0 20,666
そ の 他 の 基 金 41,460 1 0 41,461

合　　　計 1,564,323 9,131 63,589 1,509,865
※項目ごとを四捨五入しているため、計算結果が異なる場合あり

吉　田　町　の　借　入　金
� （単位：千円）

区　　分 Ｈ22年度末残高
Ｈ　23　年　度

Ｈ23年度末残高
増　加 減　少

一 般 会 計 8,502,904 888,673 563,826 8,827,751
土地取得事業特別会計 259,133 129,567 0 388,700
公共下水道事業特別会計 6,905,340 163,100 493,842 6,574,598
水 道 事 業 会 計 3,279,370 0 88,704 3,190,666

合　　計 18,946,747 1,181,340 1,146,372 18,981,715
※項目ごとを四捨五入しているため、計算結果が異なる場合あり
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歳　
入

問　
臨
時
財
政
対
策
債

は
10
年
で
借
り
入
れ

条
件
を
変
更
で
き
る
。
10

年
目
に
当
た
る
平
成
23
年

度
は
何
を
し
た
か
。

答　
今
回
は
利
率
の
見

直
し
を
行
っ
た
。
町

債
に
関
し
て
は
条
件
が
整

え
ば
最
も
有
利
な
利
率
に

な
る
よ
う
に
借
り
替
え
を

行
っ
て
い
る
。

問　
不
納
欠
損
に
い
た

る
理
由
は
。

答　
個
人
町
民
税
は
外

国
人
で
既
に
出
国
し

た
方
が
ほ
と
ん
ど
、
法
人

町
民
税
は
廃
業
や
倒
産
、

固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市

計
画
税
も
財
産
が
な
く
な

り
時
効
を
迎
え
た
も
の
で

あ
る
。

歳　
出

問　
配
布
し
た
防
災
行

政
ラ
ジ
オ
で
Ｆ
Ｍ
島

田
が
聞
こ
え
に
く
い
地
域

が
あ
る
。
対
策
は
。

答　
吉
田
局
か
ら
の
電

波
の
強
さ
を
調
整
し

て
い
る
が
、
北
区
で
は
島

田
局
か
ら
の
電
波
と
ぶ
つ

か
り
雑
音
を
生
じ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、

戸
別
に
対
応
し
て
い
る
。

問　
住
民
参
画
推
進
事

業
は
予
算
少
な
く
、

執
行
率
（
２
・
５
％
）
も

極
め
て
低
い
。
原
因
は
。

答　
重
要
な
こ
と
と
捉

え
、
井
戸
端
会
議
や

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
な
ど

の
計
画
は
あ
っ
た
が
、
全

体
的
行
政
運
営
の
意
思
決

定
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
取

り
組
み
が
遅
れ
た
。

問　
防
災
訓
練
で
住
民

の
防
災
意
識
の
高
揚

が
図
れ
た
と
の
記
載
が
あ

る
が
、
具
体
的
に
は
。

答　
防
災
訓
練
の
活
動

の
中
で
お
の
お
の
が

感
じ
た
こ
と
が
多
分
あ
る

と
思
う
。
そ
れ
ら
を
今
後

の
防
災
訓
練
に
活
か
し
て

欲
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
原
子
力
防
災
に
関

し
て
、
何
を
し
て
、

今
後
何
を
し
よ
う
と
し
て

い
る
か
。

答　
浜
岡
原
子
力
発
電

所
に
関
す
る
県
の
会

議
に
出
席
し
状
況
を
把
握

し
て
い
る
。
県
の
原
子
力

の
計
画
が
で
き
れ
ば
、
当

町
も
新
た
に
対
策
を
作
る

予
定
で
あ
る
。

問　
前
年
度
末
に
吉
田

町
津
波
避
難
計
画
が

作
ら
れ
た
が
、
そ
の
位
置

づ
け
は
。
中
に
は
避
難
経

路
は
地
域
住
民
（
自
治
会

な
ど
）
が
設
定
す
る
と
書

か
れ
て
い
る
。

答　
今
後
自
主
防
災
会

と
一
緒
に
計
画
を
進

め
て
い
く
。
そ
の
中
で
自

主
防
災
会
が
こ
う
あ
っ
て

欲
し
い
と
の
指
針
で
あ
る
。

問　
小
中
学
校
に
熱
中

症
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
導

入
し
た
効
果
は
。

答　
熱
中
症
チ
ェ
ッ

カ
ー
は
温
度
や
湿
度

を
測
定
す
る
機
器
。
そ
の

デ
ー
タ
か
ら
水
分
を
多
く

取
ら
せ
る
と
か
、
日
陰
に

移
動
さ
せ
る
と
か
の
指
示

を
出
し
て
い
る
。
昨
年
度

は
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た

児
童
生
徒
は
い
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
効
果
は
出

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

問　
町
ぐ
る
み
友
愛
活

動
と
は
。

答　
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

が
独
居
老
人
と
か
、

老
人
世
帯
を
訪
問
し
、
安

否
確
認
や
生
き
が
い
の
向

上
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
。

23
年
度
は
１
，２
０
２
回

の
訪
問
実
績
で
あ
る
。

問　
住
宅
用
太
陽
光
シ

ス
テ
ム
設
置
補
助
金

（
１
件
２
万
円
補
助
）
の

支
出
が
71
件
と
あ
る
が
、

Ｐ
Ｒ
は
ど
の
よ
う
に
。

答　
町
の
広
報
誌
で
お

知
ら
せ
し
て
い
る
が
、

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
も

併
用
で
き
、
設
置
業
者
か

ら
の
情
報
提
供
が
多
い
。

問　
町
内
の
放
射
能
測

定
は
実
施
し
た
か
。

答　
島
田
市
の
試
験
焼

却
前
後
に
、
町
内
12

カ
所
で
測
定
。
０
・
０
６

か
ら
０
・
０
８
Ｂ
ｑ
（
ベ

ク
レ
ル
）
で
問
題
な
い
レ

ベ
ル
だ
っ
た
。

問　
情
報
発
信
で
観
光

振
興
を
図
る
と
し
て

い
る
が
、
も
っ
と
や
る
べ

き
事
が
あ
る
の
で
は
。

答　
新
し
い
観
光
資
源

を
作
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
、
小
山
城
と
吉
田
公

園
を
候
補
と
し
て
充
実
さ

せ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問　
近
年
集
中
豪
雨
が

増
え
て
い
る
が
、
河

川
の
水
門
お
よ
び
排
水
機

場
の
管
理
に
変
更
は
。

答　
従
来
と
変
更
は
無

い
。
平
常
時
の
点
検

を
４
自
治
会
な
ど
に
お
願

い
し
、
操
作
は
都
市
建
設

課
職
員
が
実
施
し
て
い
る
。

排
水
機
場
は
時
間
降
雨
量

30
㎜
以
上
で
は
対
応
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
。

問　
大
窪
川
の
改
修
工

事
が
次
年
度
繰
り
越

し
に
な
っ
た
理
由
は
。

答　
水
量
が
多
く
、
工

法
を
変
更
し
た
た
め
。

決
算
連
合
審
査
質
疑

吉田中学校
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問　
避
難
タ
ワ
ー
の
建

設
予
定
は
最
終
的
に

15
基
で
あ
る
。
今
年
３
基

プ
ラ
ス
６
基
で
あ
る
と
す

る
と
来
年
以
降
６
基
に
な

る
。
予
定
の
中
で
新
た
に

買
う
必
要
が
あ
る
用
地
は

あ
る
の
か
。

答　
今
年
度
は
必
要
は

な
い
。
来
年
度
以
降

は
必
要
と
す
る
用
地
は
あ

る
。
ど
う
し
て
も
必
要
な

と
こ
ろ
は
今
後
地
元
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら

進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。
用
地
取
得
が
必
要
で

あ
る
な
ら
ば
そ
の
手
続
き

を
取
っ
て
い
く
。

問　
６
基
追
加
の
設
置

位
置
は
決
定
し
て
い

る
の
か
。

答　
決
定
し
て
い
な
い
。

９
月
１
日
の
防
災
訓

練
は
仮
の
位
置
と
い
う
形

で
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

今
後
、
場
所
の
選
定
は
自

主
防
災
会
と
話
を
し
な
が

ら
き
め
て
い
き
た
い
。

問　
避
難
に
お
け
る
ソ

フ
ト
面
の
事
業
が
皆

無
で
あ
る
が
、
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答　
現
在
、
防
災
関
係

に
つ
い
て
は
避
難
訓

練
が
あ
り
、
地
震
防
災
と

い
う
形
で
訓
練
を
行
っ
て

い
る
。
本
年
度
は
、
津
波

防
災
ま
ち
づ
く
り
計
画
を

つ
く
り
な
が
ら
ソ
フ
ト
面

ハ
ー
ド
面
を
充
実
さ
せ
て

い
く
。

問　
社
会
資
本
総
合
交

付
金
の
事
業
で
す
と

基
幹
事
業
は
27
年
度
ま
で

で
あ
る
が
、
新
た
な
防
災

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
が

認
め
た
事
業
の
計
画
策
定

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
変

化
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

答　
都
市
防
災
事
業
に

つ
い
て
は
27
年
度
ま

で
と
い
う
形
で
動
い
て
い

る
。
町
づ
く
り
計
画
は
中

長
期
的
な
も
の
と
考
え
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

問　
避
難
タ
ワ
ー
の
設

置
ル
ー
ル
は
あ
る
の

か
。
最
初
の
３
基
、
な
ぜ

そ
こ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
か
。

答　
１
街
区
１
基
が
基

本
ル
ー
ル
で
あ
る
。

３
基
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
が
逃
げ

込
め
る
可
能
性
を
求
め
た
。

次
は
一
番
海
に
近
い
と
こ

ろ
か
ら
や
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　
避
難
タ
ワ
ー
設
置

に
よ
っ
て
、
高
所
か

ら
常
に
家
を
見
下
ろ
さ
れ

る
不
安
を
持
つ
と
い
う
意

見
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
考
慮
を
さ
れ
る
の
か
。

答　
タ
ワ
ー
か
ら
の

落
下
防
止
も
含
め
、

フ
ェ
ン
ス
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
防
犯
の
心
配
も
あ
る

と
の
地
元
か
ら
の
要
望
も

取
り
入
れ
設
計
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
。

平 成 ２４ 年 度 吉 田 町　一般会計補正予算（第１号）

１３億７,４９６万６千円増額補正
　補正予算の内容
◉都市防災総合推進事業関連　１１億３, ６０４万３千円
　　　　　　　　　　　　　　　【特定財源】国庫支出金　5億1,177万8千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町債　　　　5億9,370万円
◉高齢者見守りネットワーク事業【特定財源】県支出金　　404万1千円
◉感染症予防費　７０２万円　　　制度改正による経費
◉観光振興費　　２００万円　　【特定財源】諸収入　　　200万円
◉基金費　2億2,208万1千円　　財政調整基金　2億1,200万円　　減債基金費　1,000万円
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問　
す
み
れ
保
育
園
は

保
育
園
お
よ
び
そ
の

周
辺
の
避
難
地
整
備
事
業

と
い
う
も
の
で
、
前
例
が

な
い
施
設
と
考
え
る
。
こ

の
予
算
が
、
今
後
予
定
価

格
に
影
響
を
す
る
金
額
と

し
て
、
非
常
に
大
き
な
も

の
と
な
る
と
思
う
。
詳
細

な
る
設
備
な
ど
の
内
容
を

提
示
し
て
ほ
し
い
。

答　
設
計
金
額
が
全
体

で
６
，６
０
０
万
円
で

あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
測

量
設
計
費
や
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
費
用
、
地
質
調
査
な

ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
設

計
の
中
に
は
他
造
成
設
計
、

人
件
費
、
諸
経
費
、
技
術

料
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

金
額
は
、
県
の
建
築
設
計

等
委
託
算
定
基
準
に
基
づ

い
て
算
定
し
た
。

問　
す
み
れ
保
育
園
の

土
地
の
面
積
情
報
だ

け
で
は
何
を
審
議
し
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
規

模
の
情
報
提
供
な
ど
は
で

き
な
い
の
か
。

答　
規
模
・
収
容
人

員
・
構
造
・
階
数
と

い
っ
た
基
本
的
な
情
報
で

あ
れ
ば
提
供
し
て
い
く
。

た
だ
し
、
設
計
目
的
の
情

報
、
例
え
ば
入
札
情
報
で

あ
る
と
か
、
発
注
す
る
際

に
類
推
で
き
る
よ
う
な
情

報
に
関
し
て
は
差
し
控
え

る
。

　

敷
地
は
、
保
育
園
用
地

７
，
６
４
０
㎡
、
防
災
避

難
地
４
，
４
４
０
㎡
。
規

模
は
、
さ
ゆ
り
保
育
園
の

面
積
約
１
，
５
０
０
㎡
の

1.4
～
1.5
倍
、
２
階
建
で
あ

り
、
支
援
セ
ン
タ
ー
、
療

育
施
設
、
救
護
施
設
、
備

蓄
倉
庫
を
含
め
る
と
2.5
倍

程
度
と
な
る
。

問　
す
み
れ
保
育
園
は

支
援
を
要
す
る
子
供

た
ち
を
保
護
者
が
希
望
す

れ
ば
す
べ
て
受
け
入
ら
れ

る
体
制
を
考
え
て
い
る
の

か
。答　

医
療
を
伴
う
よ
う

な
重
度
の
方
に
つ
い

て
は
、
受
け
入
れ
は
難
し

い
が
、
軽
度
の
子
ど
も
は

対
応
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。問　

財
政
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
形
で
把

握
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
起
債
償
還
に
つ
い

て
は
、
10
年
間
の
残

高
推
移
を
推
計
し
て
い
る
。

起債償還、残高推移
年度 金　額
２６年 １００億円超える
２７年 １０８億円程度
３０年 １００億円下回る
３３年 　９１億円程度

平 成 ２４ 年 度 吉 田 町　一般会計補正予算（第１号）
当初予算　９７億３,３００万円　が
補正予算後　１１１億７９６万６千円　となる
　地方債の補正

追加事業（増額）　◉避難路整備事業　810万円　◉消防救急無線デジタル化整備事業　40万円
　　　　　　　　 ◉都市防災総合推進事業北区公園整備事業　5,550万円
変更事業（増額）　◉すみれ保育園建設事業　4,820万円　◉消防ポンプ車整備事業　800万円
　　　　　　　　 ◉津波避難タワー設置事業　4億7,100万円
　　　　　　　　 ◉都市防災総合推進事業日の出線整備事業　290万円
　　　　 （減額）　◉吉田中学校空調設備設置事業　110万円

すみれ保育園予定地
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一般質問

町政を問う
佐　藤　正　司　議員

問

答

津波防災まちづくりの中長期計画は
命を守る避難タワーなど優先し、
� スーパー津波堤は国の関与を要望していく

問　
道
路
上
空
を
利
用

し
た
避
難
タ
ワ
ー
は

何
基
に
な
る
計
画
か
。

答　
物
理
的
条
件
や
用

地
買
収
な
ど
の
条
件

が
あ
り
、
最
終
的
に
は
、

自
治
会
、
町
内
会
、
地
元

の
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
決

定
し
て
い
く
。

問　
高
さ
15
ｍ
の
ス
ー

パ
ー
津
波
堤
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
現
在
や
っ
て
い
る

こ
と
は
、
こ
の
町
に

関
係
す
る
人
々
の
生
命
を

守
る
こ
と
、
企
業
が
安
心

し
て
生
産
活
動
が
で
き
、

町
民
の
財
産
を
守
る
こ
と

だ
。

レ
ベ
ル
１
の
地
震
は
、
今

の
６
・
２
ｍ
の
防
潮
堤
で

安
全
を
図
れ
る
が
、
千
年

に
一
度
で
は
守
れ
な
い
。

予
測
の
１
・
５
倍
の
13
・

５
ｍ
に
余
裕
を
見
て
15
ｍ

の
防
潮
堤
を
国
に
強
力
に

要
望
し
て
い
る
。

問　
「
津
波
防
災
ま
ち

づ
く
り
」
全
体
の
イ

メ
ー
ジ
図
と
し
て
公
表
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
中
・
長
期
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
確
に
す

る
た
め
、
都
市
防
災
総
合

推
進
事
業
の
中
で
、「
津

波
防
災
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
を
策
定
し
、
そ
の
内

容
は
必
要
に
応
じ
て
報
告

す
る
。

問　
「
津
波
避
難
計
画

の
説
明
会
」
で
出
た

質
問
等
を
検
討
し
た
結
果

は
ど
う
か
。

答　
主
な
意
見
と
し
て
、

構
造
、
規
模
、
階
段
、

ト
イ
レ
、
備
蓄
倉
庫
な
ど

で
、
設
計
技
術
検
討
委
員

会
で
占
用
物
、
構
造
物
な

ど
法
律
上
の
し
ば
り
を
検

討
し
、
出
来
る
限
り
希
望

に
沿
う
形
に
し
た
い
。

問　
東
日
本
大
震
災
を

教
訓
に
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
現
地
を
見
、
学
ぶ

取
り
組
み
は
出
来
な
い
か
。

答　
町
民
の
皆
さ
ん
が

現
地
を
視
察
す
る
計

画
は
な
い
。

問　
国
土
交
通
省
の
モ

デ
ル
都
市
に
選
定
さ

れ
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

答　
町
が
「
海
岸
平
野

部
」
の
町
と
い
う
地

域
条
件
の
モ
デ
ル
地
区
に

選
定
さ
れ
た
。
今
後
、
中

部
圏
の
市
町
村
の
参
考
と

な
る
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
、

平
成
25
年
度
に
「
地
震
・

津
波
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

住吉海岸

津波避難タワー完成予想図
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一般質問

町政を問う
平　野　　　積　議員

問

答

内閣府発表では津波は吉田町の想定より早く来る
� 海岸沿いに多くの避難施設を

津波避難タワーは当面計画通りに建設予定
津
波
避
難
タ
ワ
ー

問　
津
波
避
難
計
画
の

各
避
難
街
区
で
避
難

施
設
へ
の
避
難
に
時
間
が

最
も
か
か
る
方
の
避
難
距

離
は
健
常
者
お
よ
び
要
援

護
者
で
ど
の
く
ら
い
か
。

答　
左
表
の
と
お
り
。

問　
マ
ッ
プ
中
の
水
位

変
化
時
系
列
グ
ラ
フ

（
下
図
）
と
20
㎝
波
が
５

分
で
吉
田
町
海
岸
に
届
く

と
の
図
は
矛
盾
す
る
。
内

閣
府
は
１
ｍ
波
が
４
分
、

５
ｍ
波
が
６
分
で
来
る
と

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
正

確
に
把
握
し
て
い
る
か
。

答　
県
と
制
作
会
社
に

問
い
合
わ
せ
る
。

問　
千
年
に
一
度
の
津

波
は
吉
田
町
想
定
よ

り
も
早
く
海
岸
に
到
着
す

る
と
の
想
定
が
公
表
さ
れ

た
。
そ
の
分
、
避
難
可
能

時
間
は
短
く
な
る
。
海
岸

沿
い
に
は
よ
り
多
く
の
避

難
タ
ワ
ー
が
必
要
で
は
。

答　
詳
細
確
認
に
は
時

間
が
か
か
る
。
遅
く

と
も
来
年
６
月
に
は
県
の

４
次
被
害
想
定
が
出
て
、

は
っ
き
り
す
る
。
そ
れ
ま

で
は
計
画
通
り
進
め
る
。

問　
本
定
例
会
の
補
正

予
算
で
今
年
避
難
タ

ワ
ー
を
９
基
作
る
予
定
に

な
っ
た
。
来
年
で
は
遅
い
。

答　
計
画
通
り
に
進
め
、

必
要
で
あ
れ
ば
補
完

す
る
考
え
方
で
進
め
る
。

要
援
護
者
の
救
出

問　
要
援
護
者
救
出
に

は
ハ
ー
ド
整
備
の
み

な
ら
ず
、
ソ
フ
ト
の
更
な

る
充
実
が
必
要
と
思
う
が
。

答　
現
在
の
計
画
通
り

に
進
め
る
。

街区 避難対象地区
最長避難距離（ｍ）
健常者 要援護者

Ａ 住吉新田・山八 554 257 
Ｂ 住吉山八 542 445 
Ｃ 住吉山八・西浜 512 392 
Ｄ 住吉西浜・東浜 587 444 
Ｅ 住吉東浜・大浜 552 372 
Ｆ 住吉東浜・大浜 527 449 
Ｇ 住吉大浜、川尻西組、下片岡 661 390 
Ｈ 川尻西組・東組 800 392 
Ｉ 川尻東組 925 395 
Ｊ 住吉新田・山八 988 498 
Ｋ 住吉森下・山八・西浜 601 581 
Ｌ 住吉森下・東村・東浜、下片岡 559 480 
Ｍ 住吉東村、下片岡 718 570 
Ｎ 川尻山通・西組・東組、下片岡 1,397 623 
Ｏ 川尻西組・東組 556 519 
Ｐ 住吉新田・山八 641 643 
Q 住吉森下・新田・山八・西浜・東浜 497 590 
Ｒ 住吉森下・東村・東浜、下片岡 494 479 
Ｓ 住吉森下・上組・東村 981 1,036 
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一般質問

町政を問う
山　内　　　均　議員

問

答

平常時の安全・安心のルールづくりと都市計画
通学路における緊急合同点検の調査実施

　

全
国
各
地
で
は
、
登
下

校
中
の
児
童
を
巻
き
込
む

交
通
事
故
が
頻
発
し
て
い

る
が
、
吉
田
町
３
小
学
校

に
お
け
る
登
下
校
中
の
交

通
事
故
の
状
況
は
、
平
成

23
年
度
は
無
事
故
、
今
年

度
は
８
月
末
ま
で
に
２
件

発
生
し
て
い
る
。
中
学
生

に
つ
い
て
は
23
年
度
お
よ

び
本
年
度
の
８
月
末
ま
で

無
事
故
で
あ
る
。

　

文
部
科
学
省
で
は
本
年

６
月
に
「
通
学
路
の
お
け

る
緊
急
合
同
点
検
実
施
要

領
」
を
作
成
し
、
各
自
治

体
の
教
育
委
員
会
に
対
し
、

８
月
末
ま
で
に
小
学
校
の

通
学
路
の
安
全
点
検
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
の
報
告

を
依
頼
し
た
。

問　
安
全
点
検
実
施
の

結
果
は
出
て
い
る
か
。

答　
抽
出
さ
れ
た
危
険

箇
所
は
、
全
部
で
24

カ
所
。
住
吉
小
学
校
区
５

カ
所
、
中
央
小
学
校
区
13

カ
所
、
自
彊
小
学
校
区
６

カ
所
で
あ
る
。

問　
自
彊
小
学
校
の
北

側
通
学
路
の
登
下
校

の
安
全
確
保
は
。

答　
登
校
時
は
交
通
規

制
に
関
す
る
要
望
書

を
牧
之
原
署
に
提
出
し
、

午
前
７
時
か
ら
午
前
８
時

ま
で
自
彊
小
学
校
方
向
へ

の
進
入
禁
止
の
予
定
で
協

議
中
で
あ
る
。
下
校
時
の

貨
物
自
動
車
に
対
す
る
規

制
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
町
道
高
畑
高
島
線

の
拡
幅
予
定
お
よ
び

安
全
対
策
は
。

答　
拡
幅
予
定
は
な
い
。

白
線
は
消
え
て
い
れ

ば
補
修
す
る
、
ま
た
、
路

側
帯
に
「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
」
を
設
置
す
る
こ
と
が

最
良
と
考
え
て
い
る
。

問　
湯
日
川
堤
防
の
安

全
確
保
お
よ
び
美
化

に
つ
い
て
は
。

答　
緊
急
雇
用
創
出
事

業
臨
時
特
例
対
策
事

業
を
活
用
し
除
草
の
管
理

を
行
っ
て
い
る
。

問　
地
域
全
体
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
の
住

民
の
意
見
の
受
け
皿
は
。

答　
通
学
路
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
が

受
け
、
警
察
・
都
市
建
設

課
な
ど
と
連
携
を
し
て
い

く
。

通学路における緊急合同点検実施による危険個所

住吉
小学
校区

住吉新田・森下寄子２，３号線交差点付近
住吉山八・榛南幹線
住吉東村・さくら保育園前の道路
住吉森下・JAの裏の道路
住吉西浜・山向八軒屋２号線

中央
小学
校区

川尻・西の宮公園付近の交差点付近
川尻・西の宮線
川尻・東名川尻幹線、お夏橋東交差点付近
川尻・焼津榛原線、川尻橋交差点付近
川尻・県営住宅駐車場付近
片岡・備前の守トンネル南信号機交差点付近
片岡・上吉田４号線、国道150号交差点付近
片岡・高畑高島線
片岡・妙法寺前道路
片岡・愛宕神社前道路
片岡・下片岡山通線コンビニ交差点付近
片岡・中央小学校前道路

自彊
小学
校区

神戸・県道吉田大東線、千草橋西交差点付近
神戸・県道吉田大東線、塩谷上河原線交差点付近
神戸・塩谷上河原線
神戸・県道吉田大東線
神戸・自彊小学校北側道路
神戸・県道吉田大東線、向原６号線交差点付近
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一般質問

町政を問う
大　塚　邦　子　議員

問

答

お達者度県内トップ１に輝く
� わが町の長寿施策は
食事・運動・社会参加の３要素を盛り込んだ
� 健康長寿施策に積極的に取り組んでいく

問　
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
で
お
達
者
度
１

位
に
繋
が
っ
た
効
果
は
。

答　
特
に
、
特
定
健
康

診
査
で
は
、
検
診
結

果
に
合
わ
せ
、
生
活
改
善

の
た
め
の
保
健
指
導
を
き

め
細
か
く
実
施
し
て
お
り
、

多
く
の
受
診
者
の
検
診
結

果
に
改
善
が
見
ら
れ
て
い

る
。問　

今
後
の
課
題
は
。

答　
男
女
と
も
に
「
お

達
者
度
」
が
上
位
と

な
る
よ
う
、
吉
田

町
の
男
性
健
康
長

寿
施
策
に
取
り
組

む
こ
と
。
さ
ら
に

は
男
女
問
わ
ず
、

健
診
・
各
種
教

室
・
活
動
へ
の
継

続
参
加
や
自
主
活

動
へ
の
支
援
、
町

民
全
体
の
健
康
の

底
上
げ
を
図
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
の
建
設
は

平
成
25
年
度
設
計
、
平
成
26
年
度

�

建
設
に
向
け
建
設
場
所
の
選
定
を
行
う

答問　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
目
的
と
す

る
就
業
機
会
の
増
大
と
生

き
が
い
の
充
実
を
図
る
た

め
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

答　
就
業
の
機
会
に
加

え
、
介
護
予
防
の
一

環
と
い
う
考
え
方
か
ら
、

セ
ン
タ
ー
が
機
能
す
る
た

め
に
必
要
で
、
過
不
足
の

な
い
財
政
的
な
支
援
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。

問　
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

の
建
設
時
期
と
規
模

は
。答　

規
模
や
内
容
は
、

事
務
ス
ペ
ー
ス
お
よ

び
会
議
、
研
修
、
休
憩
を

兼
ね
た
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

と
屋
内
作
業
ス
ペ
ー
ス
な

ど
を
設
け
た
施
設
を
想
定

し
て
い
る
。
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
な

が
ら
詳
細
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

自主活動グループ体操教室

シルバー人材センター
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一般質問

町政を問う
藤　田　和　寿　議員

問

答

国に比べ職員の給料が上がった？
学歴構成が大きく異なる

問　
官
民
格
差
解
消
の

た
め
、
３
年
連
続
で

給
与
引
き
下
げ
を
行
っ
て

い
る
中
で
、
国
と
給
料
月

額
を
比
較
す
る
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
が
３
・
１
増
と

大
幅
に
上
昇
し
た
が
。

答　
高
卒
全
体
の

ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
が
４
・
１
上
が

り
、
町
全
体
の
指
数

上
昇
の
要
因
と
な
っ

た
。
他
に
、
給
料
が

低
い
職
員
の
退
職
と

３
級
部
分
の
昇
格
時

号
給
の
一
部
改
正
で
、

95
・
４
と
な
っ
た
。

問　
多
様
化
す
る

行
政
需
要
に
対

し
て
は
、
臨
時
職
員

や
時
間
外
勤
務
で
対

応
し
て
い
る
。
運
用

基
準
は
。

答　
正
規
職
員
の

み
が
理
想
だ
が
、

事
業
を
考
慮
し
簡
易

ま
た
は
補
助
的
な
業

務
を
臨
時
職
員
で
対

応
し
て
い
る
。
時
間

外
は
、
業
務
や
行
事
を
考

慮
し
、
各
課
長
が
命
じ
て

い
る
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
、

効
率
的
な
職
員
配
置
に
努

め
、
定
員
の
抑
制
を
図
っ

て
い
る
。

問　
津
波
防
災

を
重
点
に
推

進
す
る
た
め
に
、

臨
時
職
員
や
時
間

外
で
対
応
し
て
い

る
図
書
館
な
ど
を

直
営
か
ら
指
定
管

理
に
変
え
る
検
討

は
。答　

直
営
の
方

針
で
す
。
改

革
を
検
討
す
る
際

に
は
、
町
民
に

と
っ
て
よ
い
事
な

の
か
、
メ
リ
ッ
ト

や
デ
メ
リ
ッ
ト
を

十
分
に
検
討
し
て

判
断
す
る
。

問　
昇
給
の
基
準
は
。

答　
勤
務
評
定
に
基
づ

き
４
号
給
の
昇
給
を

標
準
に
実
施
し
、
新
人
事

評
価
制
度
構
築
ま
で
の
暫

定
措
置
で
４
号
給
を
超
え

る
昇
給
は
し
て
い
な
い
。

成
績
主
義
の
観
点
か
ら
、

新
制
度
前
だ
が
、
本
年
か

ら
、
勤
務
成
績
に
基
づ
く

査
定
昇
給
を
始
め
た
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

　

国
の
行
政
職
の
棒

給
月
額
と
地
方
公
共

団
体
の
一
般
行
政
職

の
給
与
月
額
を
、
学

歴
別
の
４
区
分
（
大

卒
・
短
卒
・
高
卒
・

中
卒
）
と
、
経
験
年

数
別
の
12
階
層
別
に

比
較
し
た
も
の
で
、

国
を
100
と
し
た
場
合

に
、
地
方
公
共
団
体

の
給
与
月
額
が
ど
の

程
度
か
を
表
す
指
数
。

臨時職員と時間外勤務推移

ラスパイレス指数の推移

 

学歴別構成比較

42%

9%

49%

18%

17%

65%
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◆
７
月
20
日　
委
員
会

　

産
業
振
興
に
係
る
都
市

整
備
事
業
に
つ
い
て
を
表

題
と
し
て
委
員
会
を
開
会

し
た
。

・�

小
山
城
周
辺
を
産
業
振

興
策
の
拠
点
と
考
え
、

そ
れ
に
関
す
る
都
市
整

備
事
業
に
つ
い
て
当
局

の
施
策
を
調
査
課
題
と

す
る
方
針
を
決
定
し
た
。

◆
８
月
17
日　
委
員
会

　

都
市
建
設
課
と
産
業
課

の
両
課
を
通
じ
、
産
業
振

興
に
供
す
る
整
備
の
現
状
、

将
来
構
想
を
聞
き
取
り
、

協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
担
当
課
に
協
議
事

項
を
通
達
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

◆
協
議
内
容

・
多
目
的
広
場
の
利
活
用

・�

能
満
寺
公
園
の
ト
イ
レ

整
備

・
中
瀬
北
原
線
の
整
備

・�

農
地
転
用
（
公
共
建
築

物
）

・
案
内
看
板
、
マ
ッ
プ

・�

駐
車
場
整
備
（
資
料
館

西
側
、
小
山
城
駐
車

場
）

・�
小
山
城
楽
市
の
現
状
と

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

◆
９
月
18
日　
委
員
会

　

先
に
提
示
し
た
内
容
に

つ
い
て
担
当
課
よ
り
説
明

を
受
け
た
。

◎
都
市
建
設
課

・�

中
瀬
北
原
線
（
小
山
城

駐
車
場
南
側
の
道
路
）

は
、
平
成
25
年
度
か
ら

３
カ
年
計
画
で
拡
張

（
12
ｍ
道
路
）
の
予
定

で
あ
る
。

◎
産
業
課

・�
多
目
的
広
場
の
利
用
は

町
の
イ
ベ
ン
ト
小
山
城

ま
つ
り
な
ど
で
あ
る
。

駐
車
場
は
小
山
城
楽
市

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

芝
生
広
場
は
、
片
岡
自

治
会
が
管
理
し
、
ほ
と

ん
ど
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
に
利
用
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

今
後
、
西
側
に
拡
張
の

予
定
が
あ
り
イ
ベ
ン
ト

利
用
が
見
込
ま
れ
る
も

の
で
あ
る
。

・�

小
山
城
の
ト
イ
レ
は
改

修
も
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
現
在
計
画

は
な
い
。
ま
た
、
増
設

は
考
え
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。

・�

案
内
看
板
の
整
備
は
必

要
だ
が
予
算
が
伴
う
た

め
検
討
課
題
で
あ
る
。

ル
ー
ト
マ
ッ
プ
は
、
平

成
25
年
度
作
製
予
定
で

あ
る
。

・�

小
山
城
資
料
館
西
側
を

用
地
取
得
し
、
駐
車
場

整
備
予
定
で
あ
り
展
望

台
、
資
料
館
へ
の
ア
ク

セ
ス
向
上
を
見
込
ん
で

い
る
。

・�

小
山
城
の
売
店
は
、
行

政
サ
イ
ド
だ
け
で
な
く

民
間
（
商
工
会
な
ど
）

に
委
託
す
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
、

６
次
産
業
に
も
利
用
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。

・�

小
山
城
楽
市
は
、「
緑

花
祭
」（
平
成
13
年
４

月
）
か
ら
開
催
さ
れ
て

お
り
、
定
着
し
て
き
て

い
る
。

会
場
に
つ
い
て
駐
車
場

で
は
な
く
多
目
的
広
場

の
利
用
が
検
討
す
べ
き

課
題
で
あ
る
。

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・

◆
小
山
城
周
辺
を
整
備
す

る
こ
と
が
、
当
町
の
観
光

拠
点
と
な
り
、
産
業
振
興

の
起
爆
剤
と
な
り
う
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
枝
村
和
秋

産業建設常任委員会報告
小山城周辺整備による�

産業振興策を探る！
▶
小
山
城
大
手
門

▲中瀬北原線
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９
月
12
日
に
議
会
と
町
と
の
「
教
育
長
に
適
し
た
人

物
像
」
に
関
す
る
懇
談
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
懇
談
会

は
３
月
23
日
お
よ
び
28
日
の
「
吉
田
町
教
育
委
員
会
の

委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

の
議
案
に
対
し
て
、
議
会
は
不
同
意
と
し
、
８
月
23
日

の
そ
の
再
議
に
お
い
て
も
議
会
が
「
先
の
議
決
の
と
お

り
」
と
し
た
経
緯
を
経
て
、
議
会
お
よ
び
町
が
一
刻
も

早
く
教
育
長
不
在
の
状
況
を
脱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
思
い
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
議
員
が
望

ま
し
い
人
物
像
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
た
後
、
意
見
交

換
し
、
町
長
か
ら
の
「
一
刻
も
早
く
教
育
長
不
在
を
解

消
し
た
い
。」
と
の
力
強
い
言
葉
で
閉
会
し
た
。

意
見
交
換

議　
皆
さ
ん
の
意
見
に

合
う
方
が
町
内
に
居

れ
ば
よ
ろ
し
い
が
、
居
な

け
れ
ば
町
外
、
県
内
に
居

な
け
れ
ば
国
と
の
考
え
が

あ
る
。
町
内
で
見
つ
け
ら

れ
る
め
ど
は
。

町　
な
か
な
か
簡
単
に

は
言
え
な
い
。

議　
本
日
の
意
見
を
参

考
に
し
て
100
％
満
た

す
ベ
ス
ト
で
な
く
と
も
ベ

タ
ー
な
選
択
を
一
刻
も
早

く
し
て
欲
し
い
。

町　
議
員
各
位
と
の
懇

談
に
よ
り
、
当
町
の

教
育
行
政
を
前
に
進
め
る

め
ど
が
た
っ
た
。
議
会
と

し
て
も
、
当
局
と
し
て
も

町
を
前
進
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
信
念
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
立
場
で
あ

る
の
で
、
お
互
い
切
磋
琢

磨
し
、
町
の
発
展
を
期
し

て
い
き
た
い
。
教
育
長
不

在
に
関
し
て
は
一
刻
も
早

く
解
消
し
た
い
と
の
考
え

で
あ
る
の
で
、
ご
支
援
い

た
だ
き
た
い
。

各議員の意見要約
議　員 意　　　見

増田（剛）議員 教育行政を担うには経営感覚のある人。
義務教育教師経験者。

杉本議員
教育に前向きな積極的な人。
全体を見据えた責任感のある人。
考えの柔軟な施策の多い人。

山内議員
人の意見を聞き、解決しようとする人。
何のために、何をするかのビジョンを持ってい
る人。現場を大事にする人。

平野議員 管理能力のある人。将来を見通した判断力のあ
る人。人の意見を聞く協調性ある人。

三輪議員 地域に人望のある人。教育委員会には子どもの
持っている可能性を活かして欲しい。

枝村議員
地域の人で人望のある人。
総合計画の「第３章 教育・文化・交流」を推進
できる人。

佐藤議員 不登校・いじめ問題を適正に処置できる人。
地域の教育を理解している人。

吉永議員 地域の方がふさわしいのは当然のこと。
誰もが教育行政を担ってもらえると思える人。

大塚議員
「教育よしだ２１」を実行できる人。
学校改革に毅然と立ち向かえる人。
生涯教育の観点で子どもを教育できる人。

増田（宏）議員 教育行政に情熱を持ち、現場に精通している人。
学校経営ができる指導力、行動力のある人。

河原崎議員 吉田町には立派な教育者が多いのでその方から
選考して欲しい。

藤田議員
生徒、先生の思いを把握できる現場に強い人。
予算折衝ができる経営感覚のある人。
地元を理解するリーダーシップのある人。

八木議員 地域の人から親しまれる人。管理能力のある人。
文化活動、体育活動に明るい人。

議会／町懇談会開かれる

教育長にはどんな人が？
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お
詫
び
と
訂
正

　

よ
し
だ
議
会
だ
よ
り
第

66
号
15
ペ
ー
ジ
、
政
策
追

跡
ル
ポ
（
ち
い
さ
な
理
科

館
）
に
お
い
て
、
記
載
内

容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

ス
タ
ッ
フ

・�

運
営
ス
タ
ッ
フ
、
９
人

・
臨
時
職
員
、
３
人

募
集

・�

平
成
23
年
途
中
か
ら
、

小
学
生
以
上

活
動第

１
週
・
第
３
週
（
土
・

日
曜
日
）
は
運
営
ス

タ
ッ
フ
に
よ
り
実
施
。

他
の
週
に
は
、
外
部
講

師
に
よ
る
講
座
を
実
施
。

県が初算出

　

社
会
の
高
齢
化
が
急
速

に
加
速
す
る
中
、
65
歳
か

ら
の
平
均
自
立
期
間
（
介

護
を
受
け
た
り
、
病
気
で

寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
せ

ず
、
自
立
し
て
健
康
に
生

活
で
き
る
期
間
、
い
わ
ゆ

る
「
お
達
者
度
」）
を
県

と
し
て
初
め
て
市
町
別
に

算
出
し
た
。

　

こ
の
「
お
達
者
度
」
は
、

65
歳
か
ら
要
介
護
度
２
～

５
に
な
ら
な
い
期
間
を
表

し
、
県
内
の
女
性
ト
ッ
プ

は
吉
田
町
で
21
・
67
年
、

男
性
は
長
泉
町
19
・
05
年

で
あ
っ
た
。

　

県
に
よ
れ
ば
、「
運
動
・

栄
養
・
社
会
参
加
」
に
留

意
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

で
、
平
均
的
寿
命
が
延
伸

す
る
こ
と
が
判
明
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

町
の
取
り
組
み

・�

健
康
づ
く
り
で
は
、
ス

ト
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
や
ヨ
ガ
講
座
な
ど

の
若
返
り
貯
筋
塾
事
業

を
推
進
し
て
お
り
、
生

涯
学
習
事
業
は
、
パ
ソ

コ
ン
教
室
や
太
極
拳
な

ど
の
63
の
講
座
や
寿
大

学
を
実
施
し
て
い
る
。

・�

医
療
施
策
は
、
早
期
受

診
・
早
期
治
療
や
受
診

率
の
向
上
を
目
標
に
健

診
を
実
施
し
、
生
活
習

慣
病
予
防
を
目
的
と
し

た
生
活
改
善
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

・�

高
齢
者
福
祉
対
策
で
は
、

介
護
予
防
事
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
の
就
業
機
会
の
確
保

と
生
き
が
い
活
動
の
充

実
を
目
的
に
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
後
方
支
援
し
て
い

る
。
ま
た
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
は
、
12
種

類
の
趣
味
ク
ラ
ブ
や
健

康
体
操
教
室
な
ど
が
開

催
さ
れ
、
年
間
１
万
人

以
上
の
高
齢
者
が
利
用

し
て
い
る
。

今
後
の
方
向
性
は

　

町
は
本
年
８
月
に
高
齢

化
率
が
20
％
を
超
え
五
人

に
一
人
が
高
齢
者
と
な
っ

た
。
健
診
と
栄
養
、
各
種

の
社
会
参
加
に
留
意
し
た

生
活
が
平
均
自
立
期
間
に

つ
な
が
る
成
果
が
出
た
。

健
康
で
自
立
し
て
い
る
期

間
が
伸
び
る
ほ
ど
介
護
給

付
費
も
抑
制
で
き
る
。
特

に
男
女
共
に「
お
達
者
度
」

が
上
位
と
な
る
よ
う
健
康

長
寿
施
策
の
取
り
組
み
と

町
民
全
体
の
健
康
の
底
上

げ
を
目
指
す
。

担
当　
河
原
崎
昇
司

〈65歳からの市町別平均自立期間〉

順位 男　　　性
（年） 順位 女　　　性

（年）

1 長泉町 19.05 1 吉田町 21.67
2 磐田市 18.18 2 伊豆市 21.49
3 浜松市 17.95 3 東伊豆町 21.47
4 裾野市 17.86 4 裾野市 21.27
5 藤枝市 17.82 5 袋井市 21.25
26 吉田町 16.90 26 西伊豆町 20.22
27 沼津市 16.86 27 長泉町 20.13
28 富士宮市 16.77 28 富士市 20.11
29 小山町 16.67 29 菊川市 20.09
30 富士市 16.53 30 熱海市 19.98

静岡県平均 17.30 静岡県平均 20.68

吉田町と長泉町は、男性と女性の順位が対照的である。

まちの話題 お 者達 度
吉田女性 男性１位 26位

運動器の機能向上教室

15 よしだ議会だより 第67号



と
あ

き
が

議会を傍聴してみませんか？

議会の話題

第３回（９月）定例会の傍聴者数は延べ41人
でした。ぜひ、傍聴におでかけ下さい。

☎
０
５
４
８
―
３
３
―
２
１
４
１

次
の
第
４
回（
12
月
）定
例
会
の
予

定
で
す
。

12
月
3
日（
月
）　　
本
会
議

12
月
6
日（
木
）　　
委
員
会

12
月
10
日（
月
）　　
委
員
会

12
月
12
日（
水
）　　
一
般
質
問

12
月
13
日（
木
）　　

12
月
14
日（
金
）　　
全
員
協
議
会

12
月
17
日（
月
）　　
本
会
議

希
望
者
は
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

　

平
成
24
年
第
３
回
吉
田

町
定
例
会
議
会
も
終
わ
り

町
は
最
重
要
課
題
で
あ
る

津
波
防
災
対
策
の
具
体
的

な
施
策
実
現
に
大
き
く
踏

み
出
し
議
会
も
呼
応
し
て
、

町
民
の
安
全
安
心
を
第
一

に
努
め
て
参
り
ま
す
。
去

る
９
月
24
日
県
教
育
委
員

会
か
ら
吉
田
高
校
統
合
問

題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

今
後
の
課
題
も
残
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
く

読
ん
で
い
た
だ
く
視
点
で

編
集
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩

む
広
報
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
ご
意
見
ア
イ
デ
ア
な

ど
は
、
委
員
ま
た
は
事
務

局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。�

（
Ｍ
・
Ｍ
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
吉
永　

滿
榮

副
委
員
長
　
河
原
崎
曻
司

委
　
　
員
　
増
田　

剛
士

�

杉
本　

幸
正

�

山
内　
　

均

�

平
野　
　

積

�

三
輪　

正
邦

}

町内４会場で議会の審議結果を報告

第５回議会報告会

よしだ議会だより 第67号 16議会だよりは再生紙を使用しています。


